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１．はじめに 

水道は市民生活や都市活動を継続していく上で不可欠なライフラインであり、本

市においても、安全・安心かつ良質な水の安定的な供給に努めて参りました。将来に

おいても安全・安心かつ良質な水の供給が持続されなければならない責務があります。 

本市の人口は 2015 年をピークに減少しており、人口減少に伴う料金収入が今後減

少することとなりますが、一方で既存の水道施設の老朽化に伴う更新費用は増加し、

水道事業を取り巻く環境はより一層厳しくなることが予想されております。 

また、平成２３年３月に発生した東日本大震災では、本市において震度６弱を観測

し、市の全域となる１６，６００戸が断水となりました。今後、首都直下型地震も近

い将来での発生が予測されている中、これまでの震災対策を抜本的に見直した危機管

理の対策を講じることが喫緊に求められております。 

このような社会情勢の大きな変化を踏まえ、厚生労働省が平成２５年３月に、５０

年後、１００年後にわたっても利用者に安全で安心な水が持続的に供給できるような

将来の理想像を明示すると共に、その理想像を実現するための具体的な方策等を示し

た「新水道ビジョン」を策定しました。 

本市においても、市の現状を踏まえた上で、効率的・経済的な事業経営の基盤強化

と、安全で良質な水を安定的に供給可能であり、かつ災害に強い水道施設を構築する

ことを目的として、水道の理想像を明示するとともに、その理想像を具現化するため、

今後、当面の間に取り組むべき事項、方策を「鹿嶋市水道ビジョン」として提示しま

す。 

 

２．鹿嶋市水道ビジョンの位置づけ 

「鹿嶋市水道ビジョン」は、「鹿嶋市総合計画」及び「鹿嶋市公共施設等総合管理

計画」等を上位計画とする市の個別計画の一つとして位置づけるものであり、厚生労

働省が公表した新水道ビジョンの基本理念【地域とともに、信頼を未来につなぐ日本

の水道】に基づき、市の水道事業経営の方向性と具体的な方策を推進するための基本

的な考え方を示す計画です。 

また、本水道ビジョンは、総務省の示す「経営戦略」との整合を図ります。（図.1-

1 参照） 
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図.1-1 市における水道ビジョンの位置づけイメージ 

３．計画期間 

鹿嶋市水道ビジョンの計画期間は、令和３年度を初年度とし令和１２年度を最終

年度とした１０年間とします。 

また、計画の進捗状況や社会情勢の変化に対応するため、必要に応じ適宜見直しを

図ることとします。 

 

  

市の上位計画 

・鹿嶋市総合計画【第三次（後期）計画期間：2017～2021】 

  本市の総合的かつ計画的な行政運営を図るための最上位計画 

・鹿嶋市公共施設等総合管理計画【計画期間：2015～2045】 

  本市の公共施設等の総合的かつ計画的な管理の考え方と基本方針を方向づける計画 

・鹿嶋市人口ビジョン【H28.3】(2020 年改訂版)【R2.3】 

  本市の人口を分析・推計し将来の目標を定めた計画 

・第２期鹿嶋市まち・ひと・しごと創生総合戦略【R2.3】 

  本市における政策基本目標を設定し活性化するための総合戦略を示す計画 

・鹿嶋市地域防災計画【H31.3】 

  本市及び防災関係機関がとるべき防災対策の基本的事項を定めた計画 

「整合」 

 

・現状評価・課題等の抽出 

・将来の理想像及び目標の設定 

・投資・財政計画の策定 

鹿嶋市水道ビジョン(水道総合計画) 

鹿嶋市 

統合基本計画 

市の個別計画（水道事業） 

配水管網 

整備計画 

その他 

水道個別計画 

水道個別計画 
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１．水道事業の沿革 

本市は、平成７年９月１日に鹿島町と大野村が町村合併しましたが、水道事業は鹿

嶋市水道事業（旧鹿島町）と鹿嶋市大野区域水道事業（旧大野村）で別々に行われて

いました。 

その後、施設の集約管理や経費削減を目的に、令和２年４月１日に鹿嶋市水道事業

と鹿嶋市大野区域水道事業を一元化し、計画給水人口５４，０００人、計画一日最大

給水量２５，０００㎥として認可を取得し、現在に至っております。 

 

 

１）鹿嶋市水道事業（旧鹿島町）の沿革 

鹿嶋市水道事業（旧鹿島町）は、昭和 38 年６月に宮中地区簡易水道事業として計

画給水人口４，０００人、計画一日最大給水量６００㎥の認可を受け、昭和 40 年４

月に給水を開始しました。 

昭和 43 年４月にその簡易水道事業を廃止し、鹿島町水道事業として計画給水人口

８，０００人、計画一日最大給水量１，２００㎥で認可を受けました。 

その後、町の発展と普及率の向上に伴う給水量の増加に対応するため、３次にわた

る拡張を重ね、昭和 57 年３月に受けた変更認可に基づき、令和２年３月 31 日まで旧

鹿島町の区域に給水する事業を行ってきました。（表.2-1 参照） 

 

表.2-1 鹿嶋市水道事業（旧鹿島町）の沿革 

事 業 名 認可年月日 計画給水人口 
計画一日 

最大給水量 

宮中地区簡易水道事業認可 S38. 6. 1 4,000 人  600 ㎥  

鹿島町水道事業認可(創設) S43. 4.24 8,000 人   1,200 ㎥  

鹿島町水道事業第１次拡張 S46. 4.24 15,000 人  3,750 ㎥  

鹿島町水道事業第２次拡張 S50. 4.14 15,000 人  7,500 ㎥  

鹿島町水道事業第３次拡張 S57. 3.31 50,000 人  28,500 ㎥  
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２）鹿嶋市大野区域水道事業（旧大野村）の沿革 

大野区域水道事業は、昭和 45 年７月に中地区簡易水道事業、昭和 50 年８月に居合

地区簡易水道事業、昭和 53 年４月に津賀地区簡易水道事業、昭和 55 年５月に武井志

崎地区簡易水道、と各簡易水道事業が認可を受け事業を開始しました。（簡易水道事

業範囲については図.2-1 参照） 

その後、平成 10 年３月に事業統合及び給水区域拡大（旧大野村全域）に伴う創設

認可を受け、令和２年３月 31 日まで旧大野村の区域に給水する事業を行ってきまし

た。（表.2-2 参照） 

 

表.2-2 鹿嶋市大野区域水道事業（旧大野村）の沿革 

事 業 名 認可年月日 計画給水人口 
計画一日 

最大給水量 

中地区簡易水道事業認可 S45. 7.24 2,000 人  400 ㎥  

居合地区簡易水道事業認可 S50. 8.11 1,660 人   341 ㎥  

津賀地区簡易水道事業認可 S53. 4.27 1,100 人  265 ㎥  

武井志崎地区簡易水道事業認可 S55. 5.27 1,030 人  227 ㎥  

居合地区簡易水道事業変更認可 H 1. 3.31 1,700 人  450 ㎥  

鹿嶋市大野区域水道事業認可(創設) H10. 3.19 18,300 人  5,240 ㎥  

 

３）現在の鹿嶋市水道事業の概要 

現在の鹿嶋市水道事業は、令和２年４月１日から市全体を給水区域とする事業とな

っており、目標年度を令和元年度から 10 年後の令和 11 年度としております。本市の

人口は減少するものの、給水普及率の上昇により給水人口も増加する見込みとなって

います。（表.2-3 参照） 

 

表.2-3 鹿嶋市水道事業の概要と将来見込み 

項  目 
現在 

(R2.3.31) 

計画 

(R11.3.31) 

備考 

(現在との比較) 

給  水  人  口 51,804 人  54,000 人  ＋2,196 人  

給 水 普 及 率 76.8％  80.2％   ＋3.4％  

一 日 最 大 給 水 量 19,514 ㎥  25,000 ㎥  ＋5,486 ㎥  
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２．水道施設の位置図 

本市の給水区域及び旧簡易水道区域等を下図のとおり示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大野区域 

鹿島区域 

県企業局 

鹿行水道事務所 

旧武井志崎地区簡易水道 

旧津賀地区簡易水道 

旧居合地区簡易水道 

旧中地区簡易水道 

図.2-1 水道施設の位置図 

宮中浄水場 

大野配水場 

高天原配水場 
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３．水道施設の状況 

本市の水源は、地下水を利用していた地区もありましたが、現在では全て茨城県企

業局（鹿行広域水道用水供給事業）からの受水となっております。 

鹿行水道事務所から送られる水は、「宮中浄水場」「高天原配水場」「大野配水場」

へと配水され一時的に貯留した後、配水ポンプを使用して標高の高い地点へ配水する

など各戸へ適切な形で水を供給しています。 

「宮中浄水場」及び「高天原配水場」については昭和 40 年代に築造され老朽化し

てきていることから、施設を廃止し、統合した配水場を新設する予定です（令和９年

度供用開始）。新設配水場建設後の切替により、直接給水区域も新設配水場から供給

する計画です。（図.2-2 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図.2-2 現在及び将来における市の水道の系統イメージ 

取水施設及び

浄水施設  

茨城県企業局鹿行水道事務所 

大野区域 鹿島区域 

大野 

配水場 

宮中浄水場 

（廃止予定） 

配水施設 

高天原配水場

（廃止予定） 

各戸へ 各戸へ 各戸へ 各戸へ 

新設配水場 

(計画) 

県企業局 

「全量受水」 
鹿嶋市水道事業 

鹿行広域水道用水供給事業 
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１）取水施設 

取水施設は、簡易水道事業等により建設された施設(地下水取水)となりますが、事

業統合等により効率化を進めた結果、全て廃止となっています。（表.2-4 参照） 

 

表.2-4 取水施設の状況 

区域 場所名 個別施設名 
既認可等取

水量(㎥/日) 
備 考 

鹿島 宮中浄水場 １号取水井(深井戸) 400  廃 止 

２号取水井(深井戸) －  廃 止 

３号取水井(深井戸) 700  廃 止 

４号取水井(深井戸) 800  廃 止 

５号取水井(深井戸) 800  廃 止 

６号取水井(深井戸) 800  廃 止 

山崎機場 豊津１号取水井(深井戸) －  廃 止 

豊津２号取水井(深井戸) －  廃 止 

豊津３号取水井(深井戸) －  廃 止 

豊津４号取水井(深井戸) －  廃 止 

豊津５号取水井(深井戸) －  廃 止 

大野 居合浄水場 居合取水井(深井戸) 448  廃 止 

津賀浄水場 津賀取水井(深井戸) 265  廃 止 

武井志崎浄水場 武井志崎取水井 227  廃 止 
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２）浄水施設 

浄水施設についても、取水施設と同様に簡易水道事業等により建設された施設(地

下水取水)となりますが、事業統合等により効率化を進めた結果、宮中浄水場を除き

廃止となっています。（表.2-5 参照） 

 

表.2-5 浄水施設の状況 

区域 場所名 浄水方法 備 考 

鹿島 宮中浄水場 塩素滅菌(※) 廃止予定 

山崎機場 塩素滅菌 廃 止 

大野 居合浄水場 急速攪拌、薬注沈殿、急速ろ過、塩素滅菌 廃 止 

津賀浄水場 薬注沈殿、急速ろ過、塩素滅菌 廃 止 

武井志崎浄水場 着水井、酸化槽、急速ろ過、塩素滅菌 廃 止 

中配水場 塩素滅菌 廃 止 

※現在、宮中浄水場では茨城県企業局からの受水のみとなっているため、県水の塩素濃度

が低い場合にのみ追加注入する形となっている。 
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３）配水施設 

配水施設は、現在稼働している「宮中浄水場」「高天原配水場」「大野配水場」の３

施設があり、その他の施設は廃止となっています。（表.2-6 参照） 

 

表.2-6 配水施設の状況 

区域 場所名 個別施設名 容量(㎥) 備 考 

鹿島 新設配水場 第１配水池 5,700  計 画 

第２配水池 5,700  計 画 

宮中浄水場 第１配水池 200  廃止予定 

第２配水池 3,000  廃止予定 

第３配水池 500  廃止予定 

高架水槽 300  廃止予定 

高天原配水場 配水塔 600  廃止予定 

大野 大野配水場 第１配水池 1,125   

第２配水池 1,125   

居合浄水場 配水池 174  廃 止 

津賀浄水場 配水池 193  廃 止 

武井志崎浄水場 武井志崎取水井 250  廃 止 

中配水場 ポンプ井 45.6  廃 止 
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４）管 路 

本市水道事業における令和元年度末の水道管用途別・区域別延長及び管種は、表.2-

7 に示す通りです。管路延長の合計は５９８．７ｋｍとなり、本市から青森県八戸市

や大阪府大阪市などの都市までの距離に相当します。 

管種を区域ごとにみると、鹿島区域では「ダクタイル鋳鉄管」、大野区域では「硬

質塩化ビニル管」がそれぞれ多いという特徴を持っています。(図.2-3 参照) 

 

表.2-7 水道管用途別・区域別延長及び管種 

管 種 
導水・送水管長(ｍ) 配水管長(ｍ) 合 計 

(ｍ) 
鹿島区域 大野区域 鹿島区域 大野区域 

鋳鉄管   1,867    1,867  

ダクタイル鋳鉄管 1,461  33  265,986  15,965  283,445  

鋼管 34  39  306  140  519  

硬質塩化ビニル管  1,193  87,827  220,524  309,544  

ポリエチレン管   765  331  1,096  

ステンレス鋼管   256    256  

その他の管   2,016    2,016  

合  計 1,495  1,265  359,023  236,960  598,743  

※令和２年３月 31 日の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.2-3 鹿島区域と大野区域の管種別グラフ 
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1.5%

鹿島区域-管種別グラフ

ダクタイル鋳鉄管

硬質塩化ビニル管

その他の管

6.8%

93.0%

0.2%

大野区域-管種別グラフ

ダクタイル鋳鉄管

硬質塩化ビニル管

その他の管
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１．業務実績の現状 

 

１）給水区域内人口(行政区域内人口)と給水人口 

本市の人口は緩やかに増加を続けてきましたが、平成 26 年度を頂点に減少に転じ

ました。一方で、給水人口は給水普及率の増加に伴い増加し続けています。(表.3-1 

参照)  

 

 

表.3-1 人口及び給水量等実績表(令和 2 年 3 月末までの実績) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※給水普及率(％)＝(給水人口÷給水区域内人口)×100 

 

 

 

 

 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（人） 67,591 67,889 67,889 68,026 68,027 67,977 67,942 67,925 67,847 67,447

（人） 48,930 49,347 49,714 50,134 50,359 50,536 50,871 51,178 51,528 51,804

（％） 72.4 72.7 73.2 73.7 74.0 74.3 74.9 75.3 75.9 76.8

（戸） 17,139 17,906 18,217 18,478 18,980 19,478 19,955 20,530 21,024 21,271

(L/人/日) 189.4 173.3 191.7 192.8 193.6 197.5 201.1 205.0 206.0 204.5

(m3/日) 9,268 8,552 9,532 9,668 9,750 9,979 10,232 10,493 10,613 10,593

(m3/日) 5,267 6,397 4,875 4,633 5,446 5,646 5,656 6,681 5,677 5,089

(m3/日) 237 288 219 208 244 253 1 0 0 0

(m3/日) 14,772 15,237 14,626 14,509 15,440 15,878 15,889 17,174 16,290 15,682

(m3/日) 147 403 357 428 352 347 414 467 496 644

(m3/日) 638 1,110 973 1,069 944 1,045 1,108 1,237 1,349 1,437

(m3/日) 15,557 16,750 15,956 16,006 16,736 17,270 17,411 18,878 18,135 17,763

(L/人/日) 318 339 321 319 332 342 342 369 352 343

(m3/日) 21,149 21,709 18,552 17,903 19,964 18,916 18,638 20,458 19,262 19,514

(L/人/日) 432 440 373 357 396 374 366 400 374 377

（％） 95.0 91.0 91.7 90.6 92.3 91.9 91.3 91.0 89.8 88.3

（％） 95.9 93.4 93.9 93.3 94.4 93.9 93.6 93.4 92.6 91.9

（％） 73.6 77.2 86.0 89.4 83.8 91.3 93.4 92.3 94.1 91.0

実　績　値

　　　　年　度

　　　　項　　　目

給 水 区 域 内 人 口

給 水 人 口

給 水 普 及 率

給 水 戸 数

用
途
別
水
量

有
効
水
量

有
収
水
量

生 活用
水

一人一日平均給水量
（ 生 活 用 原 単 位 ）

一 日 平 均 使 用 水 量

そ　　の　　他
一日平均使用水量

備　　　　　　　　　　考

負 荷 率

工　　場　　用
一日平均使用水量

計

有効無収水量

無効水量

一 日 平 均 給 水 量

一 人 一 日 平 均 給 水 量

一 日 最 大 給 水 量

一 人 一 日 最 大 給 水 量

有 収 率

有 効 率
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２）給水普及率 

給水普及率は、給水区域内人口に対する現在給水人口の割合です。年々増加してお

り、平成21年度には72.2％であった数値が平成30年度には75.9％となっています。

ただし、全国平均は平成 30 年度で 98.0％、茨城県の平均は 94.7％であるため、それ

らと比較すると低い数値となっています。(図.3-1 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）有収水量と給水収益 

有収水量は、各需要者から水道料金を徴収できる水量であり、水道事業経営の柱と

なる水量です。年度によってばらつきがあります。(図.3-2 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.2 72.4 72.7 73.2 73.7 74.0 74.3 74.9 75.3 75.9 

97.5 97.5 97.6 97.7 97.7 97.8 97.9 97.9 98.0 98.0 

92.2 92.5 93.0 93.3 93.6 93.9 94.0 94.4 94.6 94.7 
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80.0
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90.0
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100.0
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給 水 普 及 率(鹿嶋市) 給 水 普 及 率(全国)

給 水 普 及 率(茨城県)

(％) 

図.3-1 給水普及率の推移 
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図.3-2 有収水量と給水収益の推移 
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４）一日最大給水量と一日平均給水量 

一日最大給水量は、年度内に発生した最大の一日当り給水量であり、都市の規模に

よって変化するほか、地域特性、気象状況、経済動向等に大きく影響を受ける値です。 

一日平均給水量は、年度内の総給水量を一日当りに換算した平均の給水量です。 

一日最大給水量は各年度ごとのばらつきが多いですが、一日平均給水量は減少する

年度があるものの、全体として年々増加傾向にあります。(図.3-3 参照) 

また、一日最大給水量と一日平均給水量の比を負荷率と言いますが、年々両者の差

が小さくなる（＝負荷率が高くなる）傾向にあります。 
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図.3-3 一日最大給水量と一日平均給水量の推移 

(㎥/日) 
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２．水道施設の現状と課題 

 

１）水源 

水道の水源は、水道水の安定供給を確保する上で最も重要な箇所です。 

本市の水道の水源は、古くは地下水を主としてきましたが、地下水水質の悪化や事

業の効率化に伴い、現在では全量を茨城県企業局から受水しています。 

 

 

２）取水施設 

地下水取水を行う施設については全て廃止となっており、効率的な県水受水を全面

的に行っているところです。 

廃止施設について、撤去等をする必要があります。 

 

 

３）浄水施設 

浄水施設は、水源から送られた原水を飲用に適する水として生産する施設であり、

原水の水質によって必要となる浄水方法を選択し処理する場所です。 

本市では、６箇所の浄水施設がありましたが、県水全量受水に切り替えた後は宮中

浄水場１箇所のみの稼働となっています。また、宮中浄水場についても、県水からの

受水の塩素濃度が低い場合にのみ追加注入する方式となっており、基本は県水からの

水質基準に適合した安全で良質な水を受水し、供給する方式を取っています。 

宮中浄水場は、代替施設となる新設配水場の供用後に、取水施設と同様の撤去等を

する必要があります。 

 

 

４）配水施設 

配水施設は、必要量の浄水を貯留しつつ、常時適正な圧力で供給する機能をもち、

配水池、配水塔、高架水槽、配水管、配水ポンプ及び仕切弁その他の附属設備によっ

て構成される施設です。 

本市における配水場の機能を持つ施設は、「宮中浄水場」「高天原配水場」「大野配

水場」の３施設となっています。 

配水施設は、水道水の安定供給が常に求められております。市の配水施設では耐震
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化が図られていますが、宮中浄水場及び高天原配水場は老朽化が進行しており、配水

施設の早期の更新が求められています。このことから、新設配水場の建設を効率的に

進める計画です。 

また、地域防災計画において、水道水取水の第一は公設消火栓となっていますが、

消火栓が使用不可の場合に配水施設からの給水が求められるため、緊急時にも対応で

きる体制の構築が必要となります。 

現在の本市水道事業内では「宮中浄水場」のみが緊急給水の対応施設（給水拠点）

となっていますが、今後建設される新設配水場と共に大野配水場についても防災時に

対応できる体制づくりを構築する必要があります。 
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 ５）水道管路 

水道管路は、配水場から各地域までを繋ぐための施設です。 

鹿島区域では昭和 40 年頃から管路が布設されている一方で、大野区域は平成 10 年

度に簡易水道事業から上水道事業へと移行したため、布設時期が区域によって異なり

ます。 

水道管の法定耐用年数は 40 年ですが、令和２年度末時点で昭和 55 年度までに布

設した管が法定耐用年数を経過していると共に、昭和 56 年度から昭和 59 年度にかけ

て多く布設された管路が順次法定耐用年数を迎えようとしています。(図.3-4,3-5 参

照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図.3-4 年度別配管布設延長（令和 2 年 3 月 31 日末までの実績） 

(ｍ)

法定耐用年数経過 
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40年以上経過

図.3-5 管路経過年数（令和 2 年 3 月 31 日末時点） 
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また、災害に強い水道を目指すために地震に強い（耐震性のある）管路が求められ

ています。大野区域の管路布設は比較的新しいため、耐震性のある管の割合が令和元

年度末で 91.1％と非常に高い値を示しています。一方で、鹿島区域は古くから布設し

ていることもあり、令和元年度末で 24.6％となっています。（図.3-6 参照） 
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図.3-6 耐震性のある管路の割合（令和 2 年 3 月 31 日末時点） 
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管路は、古くなると劣化や腐食、錆コブ等が発生し、適切な機能が維持できなくな

ると共に、赤水や漏水事故等の発生確率が高まるため、早期の更新が必要です。 

本市の古くなった管路の更新率（当該年度に更新した管路延長/全管路延長の割合）

は、類似団体平均値及び全国平均値と比較すると高い値を示しています（図.3-7 参

照）が、法定耐用年数を経過した管路が今後増加することから、継続的に老朽管の更

新を行う必要があります。 

また、本市の中でも鹿島区域に布設された管路が古くなっており、かつ耐震性も低

いことから、鹿島区域の管路更新が急務となっています。 

これらのことから、本市における水道管路の課題は、老朽管の更新事業（特に鹿島

区域）をより一層進める必要性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※類似団体平均：総務省による分類 

（末端給水事業、区分 A4：現在給水人口規模 5 万人以上 10 万人未満） 

  

グラフ凡例

当該値（鹿嶋市の値）

平均値（類似団体平均値）

【　】 （平成30年度全国平均値）

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.08 1.53 1.12 1.57 1.10

平均値 0.72 0.71 0.71 0.75 0.63

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80
【0.70】 

図.3-7 管路更新率 

(％) 
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３．経営状況の現状と課題 

 

１）事業収支 

水道事業を含む公営企業会計の予算は，経営活動に伴って生じる収益（収入）と費用

（支出）を表す収益的収支と，施設の新設・改築など建設改良のための費用や企業債償還

金などの支出とその財源となる収入を表す資本的収支があります。（図.3-8 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.3-8 水道会計の２つの収支 

 

当該年度における水道事業経営の状況を確認する視点は２つあります。１点目は収

益的収支の損益です。収益的収支は当該年度における水道水を供給することで発生す

る収支であり、収益(収益的収入)と費用(収益的支出)が対応関係にあるため、当該年

度における黒字・赤字が判別できます。 

２点目は内部留保資金の残高です。資本的収支は水道事業の期間的な営業活動の成

果に関係のない収支であり、当該年度における収入と支出が対応しません。ただし、

資本的収支差により損失が発生した際に、水道事業のもつ内部留保資金等で損失を補

填するため、今後の水道事業の継続性を確認するには、内部留保資金残高の推移につ

いて留意する必要があります。 

  

水道会計 

収益的収支 

資本的収支 

水道水を市民の皆様に供給するため

に係る収支 

水道施設の新設・改築など建設等に係

る収支 
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本市における事業収支の現状を把握するため、まず収益的収支の推移を示します。 

（図.3-8、表.3-2 参照） 

本市では、収益的収支は毎年プラスの収益となっています。ただし、これまで赤字

であった鹿嶋市大野区域水道事業を統合したことにより、収益的収支の悪化が想定さ

れることから、経営状況を改善する必要があります。 
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図.3-8 収益的収支の推移 

(千円) (千円) 

収益的収支の推移 （単位：千円）

H27 H28 H29 H30 R1

給 水 収 益 1,449,606 1,444,211 1,565,102 1,480,829 1,428,301

他会計補助金 69,240 69,240 81,778 81,778 81,778

そ の 他 130,899 133,604 143,954 138,389 139,073

総 収 益 1,649,745 1,647,056 1,790,834 1,700,996 1,649,152

職 員 給 与 費 67,796 58,516 53,214 50,863 53,395

動 力 費 9,066 7,816 7,856 8,607 9,105

薬 品 費 59 11 27 0 36

修 繕 費 37,711 30,320 46,785 44,732 42,143

減 価 償 却 費 331,930 335,830 343,569 349,312 355,088

支 払 利 息 92,970 87,300 81,961 76,821 71,659

受 水 費 789,083 792,001 821,738 806,669 799,020

そ の 他 177,779 173,189 163,565 170,531 185,608

総 支 出 1,506,393 1,484,982 1,518,714 1,507,534 1,516,054

143,352 162,073 272,120 193,462 133,098

　※1　収益的収入：水道水を供給することで得られる収入等

　※2　収益的支出：水道水を供給する経費

収
益
的
収
入

収益的収支

収
益
的
支
出

表.3-2 収益的収支の推移 

(左軸) (左軸) (右軸) 
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次に、資本的収支及び内部留保資金残高の推移を示します。（図.3-9 参照） 

資本的収入より資本的支出の方が多いですが、収益的収支の中にある現金の収支を

伴わない金額（減価償却費等）を資本的収支の補填財源とし、かつ現時点では施設の

新設・改良に要する費用も比較的少ないために、内部留保資金残高は年々増加する傾

向にあります。 

ただし、新設配水場の建設や老朽管更新延長の増加等、今後の建設費用が増加する

見込みであるため、将来は減少することが予測されます。 
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図.3-9 資本的収支及び内部留保資金残高の推移 

(千円) (千円) 

(左目盛) (左目盛) (右目盛) 
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２）経営指標 

経営の健全性・効率性の状況を把握する経営指標について、平成 26 年度～平成 30

年度における類似団体平均値や全国平均との比較及び分析結果を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

① 経常収支比率（％）[＝経常収益／経常費用×100] 

 

経常的な収支の割合を示すもので、100％以上であれば営業的に黒字であることを

示します。本市では常に 100％を超えていますが、平成 29 年度に比べ平成 30 年度は

減少しています。これは大口利用者の水需要の低下に起因します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グラフ凡例

当該値（鹿嶋市の値）

平均値（類似団体平均値）

【　】 （平成30年度全国平均値）

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 107.20 109.48 110.91 117.92 112.83

平均値 111.96 112.69 113.16 112.15 111.44

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

120.00

【112.83】 ① 経常収支比率（％） 
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② 累積欠損金比率（％）[＝（累積欠損金／（営業収益－受託工事収益）×100] 

 

累積欠損金とは、営業収支が赤字となり翌年度へ繰越された金額が累積した金額を

示します。本指標は、累積欠損金が発生している際に、累積欠損金の額が営業収益に

占める割合を示すものです。本市では累積欠損金が発生していないため、0％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.41 0.54 0.68 1.00 1.03

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

【1.05】 ② 累積欠損金比率（％） 
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③ 流動比率（％）[＝流動資産／流動負債×100] 

 

流動資産（1 年以内に現金化することが可能な資産）と流動負債（1 年以内に支払

義務が発生する負債）の比率を示し、100％以下であれば、不良債務が発生している

可能性が高いことを示す指標です。民間企業では200以上が望ましいとされています。 

本市では毎年流動比率が向上し、類似団体平均及び全国平均と比較し高い値を示し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 303.32 380.82 438.55 543.60 634.78

平均値 335.95 346.59 357.82 355.50 349.83

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

③ 流動比率（％） 【261.93】 
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④ 企業債残高対給水収益比率（％）[＝企業債残高／給水収益×100] 

 

給水収益に対する企業債残高の比率を示すもので、企業債残高が水道事業経営に与

える影響を分析する指標です。 

本市では類似団体平均と比較すると低いものの、平成 29 年度に比べ平成 30 年度

は若干増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 314.09 296.46 289.91 262.01 271.43

平均値 319.82 312.03 307.46 312.58 314.87

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

④ 企業債残高対給水収益比率（％） 【270.46】 
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⑤ 料金回収率（％）[＝供給単価／給水原価×100] 

 

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄うことができているか示した指標です。

料金回収率が 100％を下回っている場合は、給水に係る費用が給水収益以外の収入で

補填されていることを示すため、料金収入の確保への取り組みが必要となります。 

本市では、平成 26 年度には 100％を下回っていましたが、最近は類似団体平均と

同程度となり 100％を超えています。 

平成 29 年度に比べ平成 30 年度の値が減少した理由は、大口利用者の水需要の低

下が原因であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 97.33 101.36 102.54 108.51 103.59

平均値 105.21 105.71 106.01 104.57 103.54

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

【103.91】 ⑤ 料金回収率（％） 
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⑥ 給水原価（円）[＝(経常費用-(受託工事費+材料及び不用品売却原価 

         ＋附帯事業費＋長期前受金戻入））／年間有収水量] 

 

有収水量１㎥当りに対し、どれだけの費用が発生したかを示す指標です。本市では、

類似団体平均や全国平均値を上回っているため、原価が高い状況です。高い原因とし

ては、給水人口が少ないうえ人口密度も低く、受水費の占める割合が高いことが考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 256.39 246.10 242.87 230.09 240.43

平均値 162.59 162.15 162.24 165.47 167.46

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

【167.46】 ⑥給水原価(円） 
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⑦ 施設利用率（％）[＝一日平均配水量／一日配水能力×100] 

 

一日当りの配水能力に対する一日平均給水量の割合を示したもので、施設の経済性

を包括的に判断する指標です。数値が大きい程効率的となりますが、本市は類似団体

平均と比較しやや低い値を示します。 

給水人口の推移及び大口利用者の水需要を鑑みながら施設の統廃合を検討する必

要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 52.98 64.95 60.58 65.69 53.75

平均値 59.17 59.34 59.11 59.74 59.46

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

⑦ 施設利用率（％） 【60.27】 
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⑧ 有収率（％）[＝年間有収水量／年間配水量×100] 

 

配水量に対する有収水量の割合を示すもので、施設の効率性を表す指標です。 

本市では類似団体平均を上回るとともに全国平均値と同等であり効率的な施設運

用を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 92.96 91.94 91.26 90.97 89.82

平均値 87.60 87.74 87.91 87.28 87.41

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

92.00

93.00

94.00

⑧ 有収率（％） 【89.92】 
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３）料金体系 

本市の水道料金は、平成 26 年 4 月及び令和元年 10 月の消費税率の引き上げに伴

う水道料金の改定を行い現在に至っています。（表.3-3 参照） 

水道料金は、皆さまの家庭に常に安心・安全な水が供給できるよう経常的な経費や

供給するための施設建設費、老朽化に伴う更新費等を補いつつ、過大・過小とならな

い適切な水準を保つ必要があります。 

近隣水道事業体及び県内事業体との比較表を表.3-4 に示します。本市の水道料金

は、県内事業体と比較するとやや高いものの、近隣の水道事業体と比較すると同等で

あることが分かります。これは、茨城県企業局からの受水費が影響しているものです。 

他方で、厳しい経営状況の中で経営を維持するため、行方市では令和３年３月より

料金が値上げされるなど、収支の調整を図るための動きが見られます。 

 

表.3-3 水道料金表 

 

 

 

 

 

表.3-4 近隣水道事業体及び県内事業体との比較表 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※比較条件：口径φ20mm、20 ㎥/月の使用料金（各水道事業体料金表より作成） 

 

 

口径

φ13mm 1,595円

φ20mm 2,310円

φ25mm 3,080円

101㎥～

291.5円

従量料金基本料金

10㎥まで
11～20㎥

231円

21～50㎥

253円

51～100㎥

275円

市町村名 料金(円) 比較(％) 備　　考

鹿嶋市 4,620 100

潮来市 4,675 101

神栖市 4,620 100

行方市 4,525 98 R3.2月まで

行方市 5,445 118 R3.3月から

鉾田市 4,620 100

県内最高 5,445 118 八千代町

県内最低 2,970 64 日立市

県内平均 4,231 92
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４）組織及び技術の継承 

本市の水道課は８人で構成され、組織図は以下の通りです。（図.3-10 参照） 

水道施設の効率化や料金徴収の外部委託に伴い、職員１人当たりの給水収益及び有

収水量は、類似団体の平均と比較しても高い値を示しています。（表.3-5 参照） 

一方で技術職員の割合が減少すると共に水道業務の経験年数が減少するなど、水道

に関する技術の継承が課題となっています。（表.3-6 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表.3-5 職員に関する業務指標（PI）の推移 

 

 

 

 

類似団体平均値は、給水人口 3～10 万人の事業体における業務指標統計 50％値と

した。（水道技術研究センターHP より作成） 

 

表.3-6 技術職員数の推移 

項 目 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

技術職員（人） 4 3 3 3 3 2 

 

  

課長 

課長補佐(1 人) 課長補佐(1 人) 

図.3-10 鹿嶋市水道課組織図 

業務係(4 人) 工務係(1 人) 

※嘱託職員や外部委託の職員を除いた人数(R2.4.1 現在) 

業務指標
指標
番号

単位
傾向

の理想
H27 H28 H29 H30 R1

類似団体平均

（H29値）

職員１人当た
り給水収益

C107 千円／人 181,201 180,526 195,638 185,104 178,538 77,699

職員１人当た
り有収水量

C124 ㎥／人 726,500 724,875 783,625 741,500 719,875 440,000

技術職員率 C204 ％ 50.0 37.5 37.5 37.5 37.5 39.5
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４．災害対策の状況と課題 

平成２３年３月 11 日に発生した東日本大震災により、市の水道は断水が 16,600 戸

（全戸）、漏水が 306 箇所発生しました。 

今後発生すると想定される大規模地震による被害を予防・軽減し、また、発生した

被害に即して有効な対応策を講じる必要があります。平成 30 年 12 月の茨城県地震被

害想定調査報告書によると、大規模地震が発生した場合の市の上水道被害は、断水率

94％となり甚大な被害を受けることが予想されています。 

本市では、平成 31 年３月に「鹿嶋市地域防災計画」が策定されており、この中で

水道事業・市民の取るべき行動指針、役割等を示しています。 

 

 

１）地震等災害予防計画 

 （１）計画策定方針 

水道は、電力、電話、ガス、下水道等とともに重要なライフラインであり、地震発

生時の応急対策活動において重要な役割を果たします。水道施設が地震等による災害

で被害を受け、復旧が長期に渡った場合、市民生活へ重大な影響を及ぼします。 

このことから、耐震性の強化及び代替性の確保、系統多重化等被害軽減のための諸

施策を実施し、被害を最小限に食い止める対策を講じるものとします。特に、３次医

療機関、災害避難場所等の人命に関わる重要施設への供給ラインの重点的な耐震化を

進めるものとします。 

 

（２）水道施設の耐震化 

① 配水池等市街地にある重要施設のうち、耐震性に問題があるものについては、二

次災害を回避するため緊急に補強又は更新を図ります。 

② 老朽化した管、耐震性に劣る管路について速やかに更新を終えることを目標に整

備を図ります。 

③ 利用者の理解と協力を求め、給水装置の耐震化を進めるよう指導します。特に、

避難所や病院等の防災上重要な施設について優先します。 
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（３）応急給水・応急復旧体制の整備 

① 地震による水道施設の損壊等により、水道水の供給が不能となった場合、速やか

に応急給水活動が行えるよう、応急給水資機材の備蓄及び調達体制の整備に努めま

す。また、茨城県企業局鹿行水道事務所等関係機関へも協力要請を行います。 

  災害（特に地震）に備え、各家庭で容量 10～20 リットルのポリ容器を常備して

いただくと共に、市でも広報等により周知を図ります。 

 

     市の所有する給水用資機材（平成 30 年４月１日現在） 

種 別 容 量 台数・個数 

給水タンク 2.0 ㎥  １台  

1.5 ㎥  １台  

1.0 ㎥  ２個  

0.5 ㎥  ９個  

 

（４）防災訓練の実施 

災害が発生した際、策定した行動計画を基にした迅速かつ的確な行動がとれるよ

う、関係機関相互の連携を意識した訓練を定期的、継続的に実施します。 

 

 

２）地震等災害応急対策計画 

 （１）計画策定方針 

地震等による災害が発生した後の対応について、迅速かつ的確な行動がとれるよう

な計画を定めます。 

 

 （２）応急対応 

① 初動対応は、水道施設の被災状況の確認・把握に努めます。確認・把握した被災

状況については、下記の系統により報告を行います。また、緊急に対応すべき箇所

について、対応を行います。市民に対しても被害状況を広報し、給水可能な箇所等

の周知に努めます。 
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 ・情報収集・伝達系統 

  

 

    

 

 

 

② 初動対応後、施設管理課の職員で応急資機材の調達・確保に努めると共に、水道

課の職員で断水区域への応急給水活動を行います。 

③ 被災後の支援状況等が順次進んだ段階で、徐々に上水道の復旧を行います。 

 

 

３）応急給水活動計画 

 （１）活動内容 

地震等災害応急対策計画で示した、初動対応後の応急給水活動について示します。 

① 被災者が求める給水量は経時的に増加するため、増加に応じた給水目標水量を以

下に設定し、活動を行います。 

 

   段階に応じた給水目標水量 

地震発生からの日数 目標水量 市民の水の運搬距離 主な給水方法 

～３日 ３ℓ/人・日 概ね１km 以内 耐震貯水槽、 

タンク車 

～10 日  20ℓ/人・日 概ね 250ｍ以内 配水幹線付近の 

仮設給水栓 

～21 日  100ℓ/人・日 概ね 100ｍ以内 配水支線上の 

仮設給水栓 

～28 日  被災前給水量 

(約 250ℓ/人・日) 

概ね 10ｍ以内 仮配管からの 

各戸給水共用栓 

※医療施設、避難所、災害対策本部拠点等の重要施設への給水は、地震発生直後 

 から確保します。 

 

 

水道課 鹿嶋市災害

対策本部 

鹿行水道

事務所 

県民生活環境部 

（水政課） 

県企業局 

（施設課） 

茨城県災害

対策本部 
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② 下表に示す給水拠点において応急給水を実施します。給水拠点からの輸送は、市

保有車及び調達車両、給水用資機材等によって行います。 

  

給水拠点 

名  称 所在地 電話番号 

市役所 平井 1187-1 0299-82-2911 

大野ふれあいセンター 津賀 1919-1 0299-69-1111 

まちづくり市民センター 宮中 4631-1 0299-83-1551 

 

③ 給水拠点からの輸送について、避難所等に収容されている被災者及び集団住宅等

の被災者で、災害対策本部長が必要と認めた被災者に対し拠点給水を行います。 

ア 病院、診療所等で緊急給水の必要があると災害対策本部長が認めたものに対し、 

 給水用ポリタンクを必要個数配備します。 

イ 一般被災者に対し、災害対策本部長が必要と認めた場合は、給水用ポリタンク

を配備します。 

ウ 避難所が小さく、かつ、点在している場合で、容器等の備えのない被災者及び

一般の被災者に対し、ポリ袋による給水を行います。 

 

 （２）給水活動の配慮事項 

① 継続して多量の給水を必要とする救急病院等に対して、優先的に給水を実施しま

す。 

② 給水の場所や時間等の内容について、防災行政無線、かなめーる、ＦＭかしま、

チラシ等を用いて迅速かつ確実に伝達します。 

③ 水の保管上の注意事項について広報を実施し、応急給水された水の衛生を確保し

ます。 

④ 家屋等に被害がない断水地域では、避難所への避難をせず、水道の復旧まで在宅

のまま過ごす市民も多いと考えられます。しかし、市民の中には、給水拠点まで出

向くことが大きな負担になる要配慮者も存在することから、このような要配慮者に

対する給水に配慮します。 

⑤ 給水時の混乱防止対応や、災害時要配慮者等、さらには中高層住宅の入居者等に

対し行う水の運搬への支援については、当該者及び自主防災組織、ボランティア等

に協力を依頼し対応します。 
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 （３）取水水源 

① 飲料水の取水は、公設消火栓を原則とします。 

② 消火栓取水が不能のときは、県企業局浄水場とします。 

 

浄水場及び給水能力 

名  称 所在地 電話番号 給水能力 

県企業局浄水場 宮中 3761-1 0299-82-1121 78,000 ㎥/日 

 

③ 上記①及び②が使用不能のときは、市が定めた井戸を使用します。なお、飲用の

適否を調べるための検査を行い、消毒の必要がある場合は消毒し取水使用します。 

  検査を行うことが出来ない場合は、県に検査の実施を要請します。 

 

４）災害時の給水対策 

 （１）水道施設の耐震化 

本市の水道の基幹となる配水場を新設する計画ですが、災害時においても十分な応

急給水対応が行えるよう、適切な計画・工事を執行する必要があります。 

また、重要給水施設への管路についても布設後 40 年度を経過した老朽管路及びそ

れに準ずる管路が多いことから、老朽管更新計画を策定していますが、計画に沿った

適切な更新を継続する必要があります。 

 

 （２）耐震性貯水槽 

災害時の初動として、給水拠点や重要施設での応急給水活動を行いますが、市内全

域への早急な対応がとれるわけではありません。 

市では鹿嶋市地域防災計画の中で災害時の給水として、防災拠点や避難地となる都

市公園や学校、公民館等の施設に耐震性貯水槽を整備するとしていますが、現時点で

整備されておりません。 

そのため、避難所等への耐震性貯水槽の整備が今後の課題となります。 
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１．将来の人口の見通し 

本市の人口は、平成 27 年（2015 年）をピークに減少に転じました。令和元年度に

おける給水区域内の人口は 67,447 人となっています。 

水道事業は給水収益を主とするため、将来の人口の推移が重要となります。市では、

「鹿嶋市人口ビジョン」を平成 28 年 3 月に作成し、その後令和２年３月に改定を行

い、将来の人口推計を行っています。（図.4-1 参照） 

「鹿嶋市人口ビジョン」では、令和 42 年（2060 年）で 51,106 人の推計となって

おり、今後 40 年ほどで 16,341 人減少する見込みです。「第２期鹿嶋市まち・ひと・

しごと創生総合戦略」に記載されるさまざまな施策を行う中で今後人口が推計値より

増加する可能性もありますが、今回の水道ビジョンは、人口ビジョンの推計値を基に

将来推計を行います。（計画期間最終年度（2030 年度）における給水区域内人口：64,162

人） 
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図.4-1 鹿嶋市の今後 40 年間の推計人口（人） 

(人) 
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２．水需要の将来見通し 

１）計画給水人口 

計画給水人口は、給水普及率に給水区域内人口を乗じて算出します。 

人口の見通しにより給水区域内人口は今後減少する傾向ですが、給水普及率は年々

向上する推計となります。（図.4-2 参照）結果として、計画給水人口は年々微増傾向

にあります。 

令和 12 年度における給水普及率は 81.5％であり、計画給水人口は 52,311 人とし

ます。 
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２）一日平均給水量 

一日平均給水量は、一日当たりの生活用水量や工場用水量等の有収水量に有効無収

水量及び無効水量を加えた全水量のことです。これらの項目について個々に推計を行

い、将来の一日平均給水量を推計します。 

計画給水人口で述べたとおり、令和 12 年度までの計画給水人口は微増傾向にある

ため、一日当たりの生活用水量も増加します。ただし、工場用水量については、昨今

の新型コロナウイルス(COVID-19)の流行等に伴い減少する予想となるため、令和元年

度に比べ令和２年度は減少し、その後微増する傾向となります。（図.4-3 参照） 

令和 12 年度における一日平均給水量は、17,248 ㎥/日とします。 

 

 

３）一日最大給水量 

実績における一日最大給水量は、年間における最大給水量が発生した日の実績水量

です。将来の推計は、一日平均給水量を負荷率で除して求めます。 

負荷率は、第３章１.４）一日最大給水量と一日平均給水量で示す通り、徐々に高

くなる傾向にありますが、水需要や今後の気象条件等に対応することを考え、過去の

実績より 77.2％と設定します。 

上記により、令和 12 年度における一日最大給水量は、22,342 ㎥/日とします。 

一日平均給水量と一日最大給水量の推移を図.4-3 に示します。 
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図.4-3 一日平均給水量と一日最大給水量の推計 
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１．水道の理想像 

水道の理想像は、時代により変化するニーズに的確に対応しつつ、安全で安心な水

が必要な量を合理的な対価をもって、いつでも、どこでも、誰でも利用可能であり続

けることです。 

このような水道を実現するために、本市水道事業では５０年後、１００年後を見据

えた理想像を「信頼の水を未来につなぐ鹿嶋の水道」と設定します。 

 

 

２．基本方針 

本市水道事業の掲げる理想像を実現するため、新水道ビジョンの示す「安全」、「強

靭」、「持続」の３つの観点から、次の基本方針を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査計画に基づき、水源から給水栓までの水質を総合的に管理するととも

に、水質情報・その他水道に関する情報公開を積極的に行います。 

基本方針【安 全】 安心で安全な水道 

 

老朽化した施設や管路の更新・耐震化を適切に進めるとともに、鹿嶋市地域防

災計画に沿った災害時の復旧・応急体制を構築します。 

基本方針【強 靭】 災害に強い水道 

 

経営基盤をより一層強化するとともに、専門的な知識を要する水道技術力を確

保し、効率的かつ効果的な運営を行います。 

また、将来を見据え、鹿行広域水道用水供給事業及び関連する４市と連携し、

市町村の区域を超えた広域的な水道事業の在り方を検討します。 

基本方針【持 続】 安定的な水道 
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３．実現方策 

水道の理想像を実現するための基本方針に沿った実現方策について、以下に示しま

す。 

 

１）【安全】安心で安全な水道 

 （１）水安全計画の策定 

本市では、水道法施行規則第 15 条に基づき定期・毎日及び必要に応じて臨時の水

質検査を行い、常に水質基準に適合した安全な水を供給しています。具体的には、各

年度に水質検査計画を作成し、浄・配水場の出口、末端の給水栓までの水質検査を定

期的に行い、ホームページにて公表しているところです。 

他方で、水源から給水栓に至る全ての段階において包括的な危害評価及び危害管理

を行うことが安全な飲料水を常時供給し続けるために有効であることから、厚生労働

省ではＷＨＯ（世界保健機関）の提唱する「水安全計画」の策定を推奨しています。 

市の水源は、現在全てが県企業局からの受水によるため、「水安全計画」の策定に

あたっては、県企業局と連携し取り組む必要があります。 

市の管理範囲内における部分の危害評価及び危害管理を行った後、受水地点より上

流側について、県企業局と協議を行い水安全計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

基礎資料の作成（Ｒ３年度）

県企業局との協議（Ｒ４年度）

水安全計画策定スケジュール 
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（２）貯水槽水道の適正管理に関する継続的な啓発活動 

市は、一般的に配水場から各家庭までの水質を管理しています。 

他方で、水道水を一旦貯水槽に受けた後、建物の利用者に飲み水として供給する場

合について、貯水槽から各家庭までの施設（貯水槽水道）は貯水槽設置者（建物所有

者）が管理する責任を負います。 

平成 17 年 12 月に鹿嶋市水道事業給水条例の改正に伴い、全ての貯水槽水道にお

いて設置者の管理が義務付けられており、水道事業としてもホームページや広報等で

広く周知しているところです。 

貯水槽内の清掃、点検、水質検査等を徹底し、利用者が安心して水を飲むことがで

きるよう、今後も継続的な啓発活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯水槽水道及び水質管理責任範囲図 
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（３）情報発信 

市の水道水は、水質検査や放射能濃度測定などの水質検査を常に行い、安全性が保

たれています。それらの情報を定期的に発信することで、現在の加入世帯に安心して

水道水をお使いいただくとともに、自家用井戸をご使用で水道水への転換を検討され

る世帯の方々にも積極的にＰＲします。 

また、本水道ビジョンにより、水道事業の経営状況や現状の課題、将来の方向性等

を提示することで、取り組みについて深く把握していただく一助とします。 

なお、本水道ビジョンは計画期間完了後、実情との乖離点や計画の評価・見直し等

を行い、定期的な更新を行うことで、強固な経営基盤を築き継続的な運営を行ってま

いります。 

その他、毎年の経営比較分析表や、各家庭での水道工事を行う指定工事店の情報、

その他のお知らせなど、様々な情報をホームページで情報発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報発信スケジュール 

 水質検査、放射能濃度測定結果、経営比較分析表 

毎年定期的に情報を公表 

水道の取り組みを公表 

  水道ビジョン（Ｒ3～Ｒ12） 

令和 12 年度に計画の評価・見直し等を公表し、皆さまからご意見をい

ただくことで、次期計画をより良いものにしていきます。 

次期水道ビジョン 

（Ｒ13～） 
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２）【強靭】災害に強い水道 

 （１）配水施設の更新（耐震化） 

現在使用されている宮中浄水場及び高天原配水場は老朽化が進行しているため、こ

れら２つの施設を廃止し、配水場を新設する計画です。 

将来的には、県企業局から新設配水場及び大野配水場の２つの地点で受水を行う体

制を構築することで、基幹施設の耐震化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

新設配水場建設スケジュール（計画） 

 基本設計 

 
関係機関 

協議 
 用地買収 

 実施設計 

     新設配水場建設 

 供用開始 

※実施中 Ｒ3 年度 Ｒ4～Ｒ8 年度 Ｒ9 年度 ※実施済 

Ｒ1 年度 Ｒ2 年度 
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（２）管路の更新（耐震化） 

法定耐用年数 40 年を経過した管路延長が、令和元年度で 65.1ｋｍあり、老朽化し

ているため優先的に更新する必要があります。 

管路の更新については、平成 26 年度に作成した配水管網整備計画書に基づき、国

庫交付金補助事業である「重要給水施設配水管事業」により、避難所等重要施設への

管路を優先に、順次耐震性のある管路に更新を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）災害対策の推進 

平成 31 年３月に策定された「鹿嶋市地域防災計画」に基づき、災害時における応

急給水や応急対策等の活動を行います。鹿嶋市地域防災計画では事業を継続するため

の標準的な手順等を記載しており、毎年の防災訓練等で災害時に確実な履行ができる

ような取り組みを行っています。 

また、管路や施設については順次耐震化していますが、災害時には断水被害が発生

する場合があります。断水被害時にも緊急的な水量の確保が図れる耐震性貯水槽につ

いては、なるべく早急に整備できるよう関係部署へ働きかけを行います。なお、当面

は給水資機材の配置による対応とします。 

緊急時には、誰が・いつ・どこで・何を・どのように対応するか、詳細の手順等を 

  決めておく必要があり、水道においても緊急時のマニュアルを作成しています。災害

時に迅速な応急体制が行えるよう、毎年の防災訓練等で日ごろより意識を高めていま

す。 

 

 

 

 

 

  

管路更新スケジュール 

毎年計画的な管路更新 

 配水管網整備計画書に基づく 

緊急時マニュアルに基づいた防災訓練等による災害対策の継続 



第５章 水道事業の理想像及び実現方策 

- 46 - 

３）【持続】安定的な水道 

 （１）適切な財政計画の策定・管理 

本水道ビジョンにて、財政の現状を把握すると共に、第６章で今後 10 年分の財政

収支について推計を行います。 

これは、各実現方策を進めるための収支計画となりますが、毎年フォローアップを

行い、適切な財政収支となるよう継続し管理を行います。 

また、アセットマネジメント（「簡易支援ツール」のステップ１）については作成

済みとなっていますが、施設の再構築や規模の適正化を考慮したアセットマネジメン

ト（「簡易支援ツール」のステップ３）を令和４年度に実施します。 

 

 

 

 

 （２）官民連携の継続・発展 

持続的な水道事業を進める上で料金徴収の外部委託を行っており、必要人員を最小

限にし効率的な運営を図ってまいりました。 

今後も適切で効率的な水道事業運営を行うために継続するとともに、施設の運転管

理業務の民間への委託についても、近隣や県内の事業体の情報を収集し有効性につい

て検討を行います。 

 

 

 

 

 （３）水道施設台帳による適切な財産管理 

浄水・配水施設や管路等水を市民の皆様に供給するために必要な施設は、整備した

年度や設備用途により様々な情報があり、これらを適切に管理する必要があります。 

今までも既設の水道施設についての情報を管理してきましたが、令和元年の水道法

改正により、国で求められる様式により令和４年９月までに水道施設台帳を整備する

ことが義務付けられました。 

市では、水道施設台帳を令和２年２月に整備を行っております。今後は、整備した

水道施設台帳を適切に活用・更新していきます。 

 

・財政計画の策定及び継続管理 

・アセットマネジメント（「簡易支援ツール」のステップ３）の実施（R４年度） 

・料金徴収の外部委託の継続 

・施設の運転管理業務の民間委託事例の収集及び検討 

・水道施設台帳による適切な財産管理 
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 （４）点検体制の構築 

水道施設の点検は、従来より目視や定期点検等行ってきたところですが、令和元年

の水道法改正に伴い義務化されました。 

上記に伴い、点検計画書やマニュアル・点検記録表等を作成し、様式を共通化し点

検方法を統一するため、点検様式を作成します。また、点検様式に基づき、継続的な

点検を行い施設の長寿命化を図ります。 

 

 

 

 （５）組織及び技術の継承 

定期的な人事異動や水道業務経験者の退職等により、水道事業に求められる専門的

な知識・地域特有の技術の継承が課題となっています。 

水道施設台帳や点検様式等の作成等、資料や作業内容のマニュアル化により、施設

管理に必要な情報を継承するとともに、専門的な知識・技術を継承できるよう継続し

た専門の講習会への参加等人材育成をすることにより、技術の継承も行っていきます。 

 

 

 

 （６）市町村の区域を超えた広域的な水道事業の検討 

現在市では、県企業局鹿行広域水道用水供給事業から送られた水を受水し、市民の

皆様に供給しています。しかしながら、全国的に人口は減少の一途をたどっており、

本市においても将来的に減少する見込みです。 

経営基盤をより強化するために、国・県では市町村の区域を超えた広域的な水道事

業（以下、広域化と表記。）を推進しています。 

取水から市民の皆様まで一元的に管理することにより効率化し経営基盤の強化を

図ります。また、広域化することで一定数の人員を確保できるため、事業の効率化と

組織・技術の継承を持続的に行うことが可能となります。 

鹿行広域水道用水供給事業は、鹿嶋市・神栖市・潮来市・鉾田市・行方市の５市に

またがる事業であり、早急な広域化は事業統合・水道料金の統一等の課題があるため、

困難ですが、県企業局が主体となり、鹿行広域における水道事業基盤強化のための勉

強会を立ち上げており、他の４市と連携し、広域化の可能性を検討します。 

 

・点検様式の作成（R4 年度） 

・点検様式に基づいた継続的な点検（R5 年度～） 

・専門技術の講習会への積極的な参加等人材育成 

・県企業局及び他の 4 市と連携した広域化の検討 
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４．実現方策体系図 

１～３までに示した本市における理想像及び実現方策との体系は、図.5-1 

の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・適切な財政計画の策定・管理 

実現方策 基本方針 理想像 

信

頼

の

水

を

未

来

に

つ

な

ぐ

鹿

嶋

の

水

道 

・水安全計画の策定 

・貯水槽水道の適正管理に関する 

継続的な啓発活動 

・情報発信 

・配水施設の更新（耐震化） 

【安 全】 

安心で安全な水道 

・管路の更新（耐震化） 

・災害対策の推進 

【強 靭】 

災害に強い水道 

・官民連携の継続・発展 

・水道施設台帳の整備 

・点検体制の構築 

・組織及び技術の継承 

・市町村の区域を超えた広域的な 

水道事業の検討 

【持 続】 

安定的な水道 

図.5-1 実現方策体系 
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現在の収支及び将来の実現方策に基づき、計画期間における財政収支の試算を行い

ます。（表.6-3,表.6-4 参照）財政収支については、将来にわたって水道料金の大幅

な値上げや種々の負担の先送りがないように留意しながら、収支の差がある場合には

解消に向けた検討を行います。 

 

１．投資計画 

今後 10 年間で投資する項目は、以下のとおりです。（表.6-1 参照） 

 

（１）老朽化した宮中浄水場及び高天原配水場を廃止し、新しく配水場の建設を行います。 

（２）大野区域には未普及の地区があるため、地元からの要望がある地区を優先に、新設

配水管の布設を行います。 

（３）老朽管について、「配水管網整備計画」に基づき、管路更新を行います。 

（４）大野配水場の設備について、機械・電気設備の更新を図ります。 

（５）新設配水場の供用後に発生する、既存取水・浄水・配水施設の廃止に伴う撤去を行

います。 

 

表.6-1 投資計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（千円、税込）

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

50,000 938,000 888,000 452,000 462,000 500,000

130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 130,000

77,480 83,802 77,646 75,908 77,371 91,859 78,088 77,437 91,806 88,658

50,000 50,000 50,000 50,000

80,381 13,381 20,381 13,381 20,381 13,381 13,381 13,381 13,381 13,381

337,861 1,165,183 1,116,027 671,289 689,752 735,240 271,469 270,818 285,187 282,039

２）管路拡張事業

項　　   　目

１）新設配水場建設事業

５）設計委託費

３）管路更新事業

計

４）配水場の設備更新事業
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２．財政計画 

適正で安定的な事業経営を継続するため、内部留保資金残高（給水収益の 1/2 程

度）の確保を行いつつ、企業債の充当率を減らします。 

財源の考え方については、以下のとおりです。（表.6-2 参照） 

 

   ① 国庫補助金、負担金(消火栓新設分)を第１とする。 

   ② 老朽管の更新費用等のための出資金を第２とする。 

   ③ 上記の財源を除く事業費について、企業債と自己資金(内部留保資金)で賄う。 

 

企業債の充当率（③で示す事業費に占める企業債の割合）は、60％として算出しま

す。なお、企業債は、年利率 2.0％(直近 10 年間の最大値を考慮)、償還期間 30 年、

半年賦元利均等償還とします。 

 

表.6-2 財政計画 

 

 

 

 

 

 

  

（千円、税込）

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

20,160 44,068 42,016 23,828 31,475 30,306 20,362 20,145 24,935 23,886

6,031 6,031 6,031 6,031 6,031 6,031 6,031 6,031 6,031 6,031

29,000 29,000 29,000 29,000 29,000 29,000 29,000 29,000 29,000 29,000

169,600 651,600 623,300 367,400 373,900 401,900 129,600 129,300 135,100 133,800

113,070 434,484 415,680 245,030 249,346 268,003 86,476 86,342 90,121 89,322

337,861 1,165,183 1,116,027 671,289 689,752 735,240 271,469 270,818 285,187 282,039

５）自己資金

計

１）国庫補助金

３）出資金(老朽管更新)

項　　   　目

２）工事負担金(消火栓新設)

４）企業債
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３．今後の経営の見通し 

投資・財政計画に従って推計される今後 10 年間の経営の見通しは以下のとおりで

す。 

 

１）収益的収支 

新設配水場建設等に伴い、企業債の支払利息が増加するため、年々収益は少なくな

ります。また、令和８年度に新設配水場が完成した後、廃止施設の撤去事業を見込む

ため、令和 10 年度からの３年間、純利益は一時的に赤字となる見込みです。ただし、

撤去事業完了後は再び黒字に転じる見込みであるため、現段階において必ずしも料金

改定が必要な状況ではありません。（図.6-1 参照） 
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収益的収入 収益的支出 収益的収支

図.6-1 収益的収支の推計 

(千円) (千円) 

(左軸) (左軸) (右軸) 
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２）資本的収支及び内部留保資金残高 

新設配水場建設等に伴い、自己資金（内部留保資金）を多く使用するため、資本的

収支差は大きく、内部留保資金残高は年々減少する見込みです。ただし、新設配水場

供用開始後は、内部留保資金残高の減少率が鈍化し、令和 12 年度においても 13 億円

程度は確保される見込みであり、事業継続に支障は無いと考えられます。（図.6-2 参

照） 
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図.6-2 資本的収支及び内部留保資金残高の推計 

(千円) (千円) 

(左軸) (左軸) (右軸) 



      第６章 今後の経営の見通し 

- 53 - 

３）企業債残高及び企業債残高対給水収益比率 

新設配水場建設等に伴い、一時的に企業債残高が増加します。ただし、自己資金（内

部留保資金）を適切に活用することで、増加する費用を抑えています。 

経営の健全性・効率性を図る指標の一つである企業債残高対給水収益比率は、令和

９年度において 327.4％となるものの、令和 12 年度では 300.8％まで減少します。 

平成 30 年度における類似団体の平均値は 314.9％であるため、その値と比較して

も同等の比率であることが分かります。（図.6-3 参照） 
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図.6-3 企業債残高及び企業債残高対給水収益比率の推計 
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本水道ビジョンで掲げる実現方策は、水道事業をとりまく環境変化の中においても

着実に推進する体制を確立するため、下記に示すＰＤＣＡサイクルを用いて進捗管理

を行います。 

事業の推進にあたっては、本計画に基づき実施するとともに、業務指標等を用い計

画と実績に乖離がないか、計画の評価を行います。また、将来の経営条件に大きな変

更が生じた場合は、本水道ビジョンも必要に応じて見直しを行います。毎年度の経営

状況の評価は、「経営比較分析表」としてホームページで公表します。 

継続的に事業を評価し、より良い方策に改善することで次回の計画に繋げ、市の理

想像「信頼の水を未来につなぐ鹿嶋の水道」の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Do 

Action 

Plan 

Check 

計画の策定 事業の推進 

評価・検証 改善・検討 

Plan（計画）・・・従来の実績や将来の予測などを基にして事業計画を作成する。 

Do（実行）・・・計画に沿って業務を行う。 

Check（評価・検証）・・・実行した業務の評価・検証を行う。 

Action（改善・検討）・・・未達成目標の対処を行うと共に、新たなニーズの把握を行

う。 

事業推進のＰＤＣＡサイクル 
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用語の解説 

本文中の専門的な用語について、水道用語辞典等を参考に解説します。 

 

あ行 

【アセットマネジメント】 

資産管理をアセットマネジメントといいます。水道におけるアセットマネジメント

とは、「水道ビジョンに掲げた持続可能な水道事業を実現するために、中長期的な視

点に立ち、水道施設のライフサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を

管理運営する体系化された実践活動」を指します。 

アセットマネジメントを行うため、厚生労働省では「簡易支援ツール」を公表して

います。このツールでは更新事業費の算定を行うことができ、データ入力条件によっ

てステップが１～３に分かれます。 

本市では、データ入力条件が簡易なステップ１による試算を行っています。今後、

施設の再構築や規模の適正化を考慮したステップ３による試算を行うことにより、よ

り詳細なアセットマネジメントを行う予定です。 

【一日最大給水量】 

年間の一日給水量のうち最大のものを一日最大給水量（m3/日）といいます。これを

給水人口で除したものを一人一日最大給水量（l/人/日）といいます。 

都市の規模によって変化するほか、地域特性、気象状況、経済動向等に大きく影響

を受ける値です。 

【一日平均給水量】 

年間総給水量を年日数で除したものを一日平均給水量（m3/日）といい、これを給水

人口で除したものを一人一日平均給水量（l/人/日）といいます。 

【応急給水】 

地震や事故、渇水等により水道による給水ができなくなった場合に、給水車その他

の運搬具などを用いて水道使用者に水を供給することを指します。 
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か行 

【簡易水道事業】 

一般の需要に応じて水道水を供給する事業ですが、計画給水人口が 101 人以上

5,000 人以下のものをいいます。「簡易」とは小規模であることを指し、技術基準・水

質基準に上水道との違いはありません。 

【官民連携】 

市の水道事業と民間事業者が連携することにより、民間の持つ技術や知見により、

行政サービスの向上、業務の効率化等を図ろうとする考え方のことです。 

【管路】 

管によって、水を運ぶための施設です。 

【企業債】 

地方公営企業が行う建設、改良等に要する資金に充てるために起こす地方債のこと

です。（地方公営企業法 22 条） 

【給水】 

給水申込者に対し、水道事業者が布設した配水管より直接分岐して、給水装置を通

じて必要とする量の飲用に適する水を供給することです。 

【給水区域】 

当該水道事業者が厚生労働大臣の認可を受け、一般の需要に応じて給水を行うこと

とした区域をいいます。水道事業者は、この区域内において給水義務を負います。 

【給水区域内人口】 

水道事業者が厚生労働大臣の認可を受け、一般の需要に応じて給水サービスを行う

こととした区域内の居住人口をいいます。 

【給水人口】 

給水区域内に住んでいる人口のうち、水道事業により給水を受けている人口を指し

ます。給水区域外からの通勤者や観光客は給水人口には含まれません。 

【給水普及率】 

給水区域内人口に対する現在給水人口の割合を指します。（パーセント表示で示し

ます。） 

【供給単価】 

給水単価ともいいます。有収水量１㎥当たりについて、どれだけの収益を得ている

かを表すものです。[供給単価＝給水収益/年間総有収水量（円/㎥] 
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【経営戦略】 

各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営

の基本計画を指します。具体には、公営企業及び地域の現状と、これらの将来見通し

を踏まえたうえで、10 年以上の計画期間における「投資・財政計画」を定め、効率化・

経営健全化のための取組方針を示すものです。 

【減価償却費】 

固定資産の減価を費用として、その利用各年度に合理的かつ計画的に負担させる会

計上の処理または手続きを減価償却といいます。この処理または手続きによって、特

定の年度の費用とされた固定資産の減価額を減価償却費といいます。 

【原水】 

浄水処理をする前の水を指します。水道原水には大別して地表水と地下水があり、

地表水には河川水、湖沼水、貯水池水、地下水には伏流水、湧水、井戸水などがあり

ます。 

【高架水槽】 

配水区域内に配水池を設ける適当な高所が得られない場合に、配水量の調整やポン

プ加圧区域の水圧調整等を目的として、一般的に高さのある浄水貯留水槽のことを指

します。 

 

 

さ行 

【事業認可】 

水道事業または水道用水供給事業を経営しようとする際に、厚生労働大臣または都

道府県知事から受ける認可のことです。(水道法６条１項、26 条） 

【資本的収支】 

収益的収支に属さない収支のうち現金の収支を伴うものであり、主として建設改良

及び企業債に関する収支をいいます。一般的に 4 条予算・4 条収支と呼ばれることも

あります。 

【収益的収支】 

企業の経常的経営活動に伴って発生する収入とこれに対応する支出をいいます。主

として給水サービスの提供の対価である料金などの給水収益（収入）や、給水サービ

スに必要な維持管理等経費（支出）があります。一般的に 3 条予算・3 条収支と呼ば

れることもあります。 
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【取水施設】 

原水を取り入れるための施設総体をいいます。河川水や湖沼水などの地表水の取水

施設としては、取水堰、取水門、取水塔、取水枠、取水管渠があり、地下水や伏流水

の取水施設としては、浅井戸、深井戸、集水埋渠などがあります。 

【受水】 

水道事業者が、水道用水供給事業から浄水の供給を受けることを指します。市では、

水道用水供給事業者である茨城県企業局の鹿行広域水道事務所から全量を受水して

います。 

【浄水】 

原水中に含まれている不純物質などを取り除き、飲料用に供するための適切な処

理を行い、水道法に定められた水質基準に適合させる操作をいいます。 

【浄水施設】 

水源から送られた原水を飲用に適するように処理する設備がある施設です。原水水

質により浄水方法が異なりますが、一般に浄水場内の施設として、着水井、凝集池、

沈澱池、ろ過池、薬品注入設備、消毒設備、浄水池、排水処理施設、管理室などがあ

ります。 

【水道施設台帳】 

取水、浄水、配水施設等、水道水を供給するための全ての施設を適切に維持管理す

るため、位置や構造、設置時期等の基礎的事項を記載し一元的に管理する台帳のこと

です。水道法の改正（令和元年 10 月１日施行）により水道施設台帳の作成・保管が

義務付けられております。（令和 4 年 10 月１日より法適用） 

 

 

た行 

【ダクタイル鋳鉄管】 

ダクタイルとは「延性のある」という意味で、強じんであることを指します。ダク

タイル鋳鉄管は、日本では明治から使用されていた鋳鉄管に代わり、より強じんな鋳

鉄管として昭和 30 年代から普及し、現代では広く用いられています。 

【地方公営企業】 

地方公共団体が、企業の経済性を発揮すると共に、公共の福祉を増進するように運

営される企業のことです。 

地方公共団体が経営する企業のうち、水道事業（簡易水道事業を除く。）、工業用水
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道事業、軌道事業、自動車運送事業、鉄道事業、電気事業及びガス事業の７事業（こ

れらに附帯する事業を含む。）を地方公営企業といいます。（地公企法２条１項） 

【長期前受金戻入】 

長期前受金とは、減価償却の対象となる資産の取得または改良に伴い交付される補

助金、一般会計負担金等を指し、負債として計上します。長期前受金戻入とは、長期

前受金のうち、減価償却見合い分を収益化したものを指します。 

補助金、一般会計負担金等は、建設改良に併せて交付されるものですが、単年度の

収益とするのではなく、減価償却の期間に少しずつ収益とするためのものです。 

 

 

な行 

【内部留保資金】 

内部留保とは一般に、企業の純利益から税金など社外流出分を除いた部分を社内に

留保することを指します。 

つまり、内部留保資金とは、水道事業における自己資金の残高を示すものです。水

道事業の持続的かつ安定的な経営のため、常に必要最低限確保すべき資金となります。 

 

 

は行 

【配水】 

浄水場において製造された浄水を、水圧、水量、資質を安全かつ円滑に需要者に輸

送することです。 

【配水施設】 

配水池、配水塔、高架タンク、配水管、ポンプ及びバルブ、その他の付属設備から

構成される配水のための施設です。各設備は合理的な計画のもとに配置され、需要者

の必要とする水を適正な水圧で供給できることが必要です。 

【配水能力】 

配水池、配水ポンプなどから最大限配水管に送り出すことのできる能力を指します。 

【配水量】 

配水池、配水ポンプなどから配水管に送り出された水量です。料金に係る水量、そ

の他水量、消火栓水量、メーター不感水量などからなる有効水量と、漏水量、調定減

額水量からなる無効水量に区分されます。 
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【負荷率】 

一日最大給水量と一日平均給水量の比のことであり、給水量の変動の大きさを示す

ものです。都市の規模によって変化するほか、都市の特性、気象条件等によっても左

右されます。 

【法定耐用年数】 

耐用年数とは、固定資産本来の用途に使用できると見られる推定の年数を指します。 

固定資産の減価償却を行うための基本的な計算要素として、取得原価、残存価額と

ともに必要なものです。 

法定耐用年数とは法律で定められた耐用年数の事であり、地方公営企業法施行規則

別表第二号（第十四条及び第十五条関係）に水道管等構造物の法定耐用年数が定めら

れています。 

 

 

ま行 

【無効水量】 

水道事業の運営上、無効と見られる水量等で、配水本支管、メータより上流部での

給水管からの漏水量、調定減額水量、他に起因する水道施設の損傷などにより無効と

なった水量及び不明水量などです。 
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や行 

【有効水量】 

水道事業の運営上、有効とみられる水量を指します。有収水量に有効無収水量を加

えた水量が有効水量です。 

給水量の分析を行うにあたっては有効水量と無効水量に分類され、有効水量はさら

に有収水量と無収水量に区分されます。使用上有効と見られる水量が有効水量で、メ

ータで計量された水量、もしくは需要者に到達したものと認められる水量並びに事業

用水量などです。 

【有効無収水量】 

給水量のうち料金徴収の対象とならなかった水量です。事業用水量、メータ不感水

量、その他、公園用水、公衆便所用水、消防用水などのうち料金その他の収入が全く

ない水量をいういます。 

【有効率】 

有効水量を給水量で除した値のことです。（パーセント表示で示します。） 

水道施設及び給水装置を通して給水される水量が有効に使用されているかどうか

を示す指標であり、有効率の向上は経営上の目標となります。 

【有収水量】 

料金徴収の対象となった水量及び他会計等から収入のあった水量です。料金水量、

他水道事業への分水量、そのほか公園用水、公衆便所用水、消防用水などで、料金と

しては徴収しないが、他会計から維持管理費としての収入がある水量を含みます。 

【有収率】 

有収水量を給水量で除した値のことです。（パーセント表示で示します。） 
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